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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期累計期間
第33期

第１四半期累計期間
第32期

会計期間
自2017年８月１日
至2017年10月31日

自2018年８月１日
至2018年10月31日

自2017年８月１日
至2018年７月31日

売上高 （千円） 8,110,941 8,923,340 33,978,027

経常利益 （千円） 375,420 125,636 1,613,455

四半期（当期）純利益 （千円） 243,280 58,730 662,186

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,491,829 1,491,829 1,491,829

発行済株式総数 （株） 11,622,300 11,622,300 11,622,300

純資産額 （千円） 6,530,384 6,914,956 6,902,801

総資産額 （千円） 15,917,916 17,757,657 18,789,328

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 20.99 5.07 57.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 8.00

自己資本比率 （％） 41.0 38.9 36.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用状況の改善により緩やかに回復しましたが、米中

貿易摩擦の悪化が今後の経済情勢に影響を及ぼすことが懸念されております。また、賃金については依然として上

昇しているものの、消費の伸びは依然として弱い状況が続いております。この現象は統計ほど所得が改善していな

い可能性が高いことや、賃金上昇が特定の消費性向が低い層に偏っている結果として全体の消費性向が低下してい

ること、将来の賃金に対する不安から貯蓄の合理性が増していることなどが指摘されております。こうした環境は

近い将来、劇的に変化する可能性は低く、消費の回復・拡大は鈍い状況が続くと予想されます。

外食事業におきましては、原材料の高騰、人件費の上昇及び人手不足等を背景に経営環境は引き続き厳しい環境

にあります。天候不順や自然災害など一過性要因を除いても、業界全体感としてやや力強さに欠ける状況が続いて

おります。

このような状況の中、当社では、さらなる新規出店よりも既存店の売上強化が最重要課題であると認識し、既に

出店予定である店舗を除き、新たな出店を取りやめることとし、既存店の売上を強化するため顧客価値の向上と人

財基盤の強化を重点課題として取り組んでおります。

なお、当第１四半期累計期間は関東圏及び東海圏を中心に９店舗の新規出店を行い、当第１四半期会計期間末日

における「鳥貴族」の店舗数は674店舗（前事業年度末比９店舗純増）となりました。当社の直営店につきまして

は、当第１四半期累計期間は８店舗の新規出店を行い、当第１四半期会計期間末日においては431店舗（同８店舗

純増）となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間は、台風により全店が休業したこと等の影響もあり、既存店売上高は前年

同期比91.7％と厳しい状況が続いておりますが、一方で新規出店による店舗数が増加したこと等により売上高は

8,923,340千円(前年同期比10.0％増）、売上総利益は6,281,012千円（同12.9％増）となり、販売費及び一般管理

費は6,144,733千円（同18.8％増）となりました。売上が低調に推移したことが影響し、営業利益は136,279千円

（同65.0％減）、経常利益は125,636千円（同66.5％減）、四半期純利益は58,730千円（同75.9％減）となりまし

た。

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は17,757,657千円となり、前事業年度末と比較して1,031,670千円の減少とな

りました。これは主に新規出店に伴い有形固定資産が増加した一方、新規出店のための設備投資及び法人税等の納

付により現金及び預金が減少したこと等によるものであります。

当第１四半期会計期間末の負債は10,842,701千円となり、前事業年度末と比較して1,043,825千円の減少となり

ました。これは主に設備未払金及び前受収益の減少や未払法人税等の支払いを行ったこと等によるものでありま

す。

当第１四半期会計期間末の純資産は6,914,956千円となり、前事業年度末と比較して12,155千円の増加となりま

した。これは利益剰余金が四半期純利益の計上により増加した一方、配当金の支払いにより減少したことによるも

のであり、自己資本比率は38.9％（前事業年度末は36.7％）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,847,200

計 30,847,200

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2018年12月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,622,300 11,622,300
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。単元株式数

は100株でありま

す。

計 11,622,300 11,622,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2018年８月１日～

2018年10月31日
― 11,622,300 ― 1,491,829 ― 1,481,829

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2018年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

2018年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

11,618,200

 

116,182

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式
普通株式

4,100
－ －

発行済株式総数 11,622,300 － －

総株主の議決権 － 116,182 －

(注)「完全議決権株式(その他)」欄には、株式給付信託(BBT)が保有する当社株式34,700株(議決権347個)が含まれており

ます。

 

 

②【自己株式等】

2018年７月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2018年８月１日から2018年10

月31日まで）及び第１四半期累計期間（2018年８月１日から2018年10月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2018年７月31日)
当第１四半期会計期間
(2018年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,385,149 3,125,083

売掛金 309,343 335,526

商品及び製品 138,940 135,353

原材料及び貯蔵品 25,971 27,159

その他 848,823 968,700

流動資産合計 5,708,229 4,591,824

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 8,536,673 8,656,293

その他（純額） 1,881,115 1,881,575

有形固定資産合計 10,417,789 10,537,869

無形固定資産 79,715 74,410

投資その他の資産   

差入保証金 1,773,849 1,784,679

その他 810,290 769,090

貸倒引当金 △546 △216

投資その他の資産合計 2,583,593 2,553,553

固定資産合計 13,081,098 13,165,833

資産合計 18,789,328 17,757,657

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,067,508 1,069,425

1年内返済予定の長期借入金 992,962 918,707

未払金 1,557,111 1,568,360

未払法人税等 573,625 76,394

賞与引当金 296,683 160,495

株主優待引当金 26,497 18,381

その他 2,978,701 2,305,370

流動負債合計 7,493,089 6,117,135

固定負債   

長期借入金 1,926,439 2,293,919

退職給付引当金 74,424 80,192

役員株式給付引当金 10,662 10,662

資産除去債務 1,147,724 1,168,263

その他 1,234,185 1,172,528

固定負債合計 4,393,437 4,725,565

負債合計 11,886,526 10,842,701

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,491,829 1,491,829

資本剰余金 1,481,829 1,481,829

利益剰余金 4,018,947 4,031,189

自己株式 △89,804 △89,891

株主資本合計 6,902,801 6,914,956

純資産合計 6,902,801 6,914,956

負債純資産合計 18,789,328 17,757,657
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　2017年８月１日
　至　2017年10月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2018年８月１日
　至　2018年10月31日)

売上高 8,110,941 8,923,340

売上原価 2,547,881 2,642,328

売上総利益 5,563,060 6,281,012

販売費及び一般管理費 5,173,242 6,144,733

営業利益 389,818 136,279

営業外収益   

受取利息 57 54

受取補償金 1,164 2,483

補助金収入 - 3,842

その他 5,169 4,646

営業外収益合計 6,392 11,026

営業外費用   

支払利息 14,040 17,602

支払手数料 4,916 934

その他 1,832 3,132

営業外費用合計 20,789 21,669

経常利益 375,420 125,636

特別利益   

固定資産売却益 14,476 -

特別利益合計 14,476 -

特別損失   

固定資産除却損 362 0

その他 45 -

特別損失合計 408 0

税引前四半期純利益 389,488 125,636

法人税、住民税及び事業税 91,552 28,339

法人税等調整額 54,655 38,565

法人税等合計 146,207 66,905

四半期純利益 243,280 58,730
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【注記事項】

（追加情報）

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（株式給付信託（BBT））

当社は、2016年10月26日開催の第30期定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役を除く。）の報酬と

当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識

を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust)）」を

導入しております。

（１）取引の概要

本制度は、当社が定める「役員株式給付規程」に従って、当社の取締役に対して、その役位や業績達成

度等に応じて付与されるポイントに基づき、当社株式を給付する仕組みであります。なお、取締役が当社

株式の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時としております。取締役に対し給付する株式につ

いては、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとしており

ます。本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関す

る実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に

自己株式として計上しております。前事業年度末及び当第１四半期会計期間末における当該自己株式の帳

簿価額及び株式数は、それぞれ89,804千円及び34,700株であります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 2017年８月１日
至 2017年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自 2018年８月１日
至 2018年10月31日）

減価償却費 302,288千円 376,861千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自2017年８月１日　至2017年10月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年10月26日

定時株主総会
普通株式 46,489 4.00  2017年７月31日  2017年10月27日 利益剰余金

（注）2017年10月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配

当金138千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自2018年８月１日　至2018年10月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月25日

定時株主総会
普通株式 46,489 4.00  2018年７月31日  2018年10月26日 利益剰余金

（注）2018年10月25日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配

当金138千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2017年８月１日　至　2017年10月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2018年８月１日　至　2018年10月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2017年８月１日

　　至　2017年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2018年８月１日

　　至　2018年10月31日）

１株当たり四半期純利益 20円99銭 5円07銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 243,280 58,730

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 243,280 58,730

普通株式の期中平均株式数（株） 11,587,600 11,587,578

（注）１．普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を

含めております。なお、当該株式給付信託（BBT）が保有する当社株式の期中平均株式数は前第１四半期累計

期間及び当第１四半期累計期間において、それぞれ34,700株であります。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社鳥貴族(E30699)

四半期報告書

12/13



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年12月12日

株式会社鳥貴族

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　理晃　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 河野　匡伸　　㊞

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鳥貴族
の2018年８月１日から2019年７月31日までの第33期事業年度の第１四半期会計期間（2018年８月１日から2018年10月31日
まで）及び第１四半期累計期間（2018年８月１日から2018年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸
借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鳥貴族の2018年10月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第
１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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